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介護、障がい者支援事業、保育の運営会社



介護業界

20 兆円市場
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株式会社リビングプラットフォーム

福祉業界の成長は

1990 年代から
見えていた

(百万円)
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1990 年代の予測

既に急増ラインは
確定していた

社会保障給付費の推移と将来推計



株式会社リビングプラットフォーム

福祉業界は

景気変動を受け
ない安定成長

(百万円)
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構造的需要

外部環境に左右されず
増加し続ける



株式会社リビングプラットフォーム

福祉業界株の時価総額は

圧倒的に伸
びていた
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株式会社リビングプラットフォーム

福祉業界株は 、

終わった
のか？

数字だけを見れば、そう見えるかもしれません。しかし ── 

＊社名は最終版ではA/B/C…とします
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市場は

数千億企業を
求めています

ホスピス系の介護事業者は確かに大きく下落しました

株式会社リビングプラットフォーム

3000 億

1000 億超

(百万円)
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大小共に活況

2000 億以上の売買事例も出ています

株式会社リビングプラットフォーム

M&A 市場は

• 2015年 SOMPOが約260
億円でメッセージを買
収、介護業界に参入

• 2021年 MBKが約600億
円でツクイを買収

• 2023年 MBKがポラリス
より約900億円で
HITOWAを買収

• 2024年 日本生命がニチ
イ学館を約2100億円で
買収
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競合各社の保有定員数と時価総額

定員数 は、

潜在能力
です

定員数でいえば、当社は時価総額 1000 億級の事業者にも匹敵します

株式会社リビングプラットフォーム

約60億円
約65億円

約430億円

約75億円

約1070億円

約90億円

約415億円

約310億円

(室)

(2026 年4月)
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当社には 、

ポテンシャル
があります

室数

時価総額

株式会社リビングプラットフォーム

当社

競合他社

5,000

(2023)

(2023)

(2023)
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個人投資家向け説明会
決算資料からは見えにくい「会社の魅力・成長性・経営判断の軸」をお伝えします

株式会社リビングプラットフォーム 11



株式会社リビングプラットフォーム

㈱リビングプラットフォームは「持続可能な社会保障制度を構築する」ことを理念に
掲げ、民間企業として、全国各地に「介護」＋「障がい者支援」＋「保育」推進のた
めの施設及びサービスを三位一体で提供しています。

持続可能な社会保障制度を構築する

介護 障がい者支援 保育

事業概要

12

81.4 ％ 8.7% 9.3%



2026 年8月末総施設数（カッコ内は当期増加数）
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現在の事業展開

53
11 22

全国に
160 施設を

展開

3

5
1

32

1 8

20

91

1

株式会社リビングプラットフォーム

保育

介護

障がい

就労継続支援B型 12 施設 ( 0 )

グループホーム 26 施設 ( 0 )

有料老人ホーム等 47 施設 ( 0 )

グループホーム 58 施設 ( 0 )

3,510 名 ( 0 )

1,178 名 (+1)

認可 15 園 ( 0 )

企業主導 1園 (0)

1,009 名 (+20)

224 名 ( 0 )

496 名 ( 0 )



202 7年3月期 1Q 連結決算業績

株式会社リビングプラットフォーム



稼働率改善が進み

対前年で営業利益は+79.6%

売上ともに 四半期ベース過去最高を記録

経常利益も +106.6% と大きく伸長

今回の決算のポイント 15



中期経営計画のKPI である

営業利益８％は実現可能 である

今回の決算のポイント 16

売上高増加率

10%

成長性

営業利益率

8.0%

収益性

自己資本比率

20%

安定性

EBITDA

2,000 百万円

収益性

中期経営計画2027*

KPI

中期経営計画2027: 2025 年5月14日開示

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS08887/0a96dbea/6043/4602/992f/7f291398d16c/140120250515554600.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS08887/0a96dbea/6043/4602/992f/7f291398d16c/140120250515554600.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS08887/0a96dbea/6043/4602/992f/7f291398d16c/140120250515554600.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS08887/0a96dbea/6043/4602/992f/7f291398d16c/140120250515554600.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS08887/0a96dbea/6043/4602/992f/7f291398d16c/140120250515554600.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS08887/0a96dbea/6043/4602/992f/7f291398d16c/140120250515554600.pdf


連結売上高

FY27.3/ 1Q 5,946 百万円

対前年同期比 +11.1 ％で過去最高を更新

連結営業利益

FY26.3 通期 216 百万円

対前年同期比 ＋79.6 ％
四半期ベースでは過去最高となる

売上高販管比率

8.1 %

施設稼働率（対前年同期比）

有料老人ホーム (介護) 90.2 % （＋ 2.3 ％）

グループホーム (介護) 94.2 % （ -0.3 % ）

グループホーム (障がい) 86.6 % （＋ 13.1 ％）

施設事業収入単価（月平均）

介護 377,901 円/人

障がい 368,018 円/人

売上高人件費率

52.1 %

ハイライト 17

※ 開設1年以上施設

FY27.3 以降は事業領域拡大により、 +15% 程度の上昇を見込む
FY27.3 以降は更なる稼働率向上と運営の安定を目指す

期首の入職数増加のため、一時的に売上高人件費率は上昇
業務ツールの更新、子会社管理体制強化で一時的な上昇が見込ま
れるが、現時点では低下方向にある



(単位：百万円 )

FY26.3 1Q
実績

FY27.3 1Q
実績

FY27.3
累積(4 -6月)

FY27.3 FY 
予想

対予想進捗率

売上高 5,354 5,946 5,946 24,170 24.6%

営業利益 120 216 216 747 29.3%

% 2. 3% 3.6% 3.6% 3.1 ％ ー

経常利益 132 274 274 616 44.9%

% 2. 5% 4.6% 4.6% 2.5 ％ ー

税金等調整前当期純利益 132 274 274 616 44.9%

% 2.5% 4.6% 4.6% 2.5 ％ ー

親会社株主に帰属する
当期純利益 93 174 174 427 46.6%

% 1.7% 2.9% 2.9% 1.8 ％ ー

連結損益計算書の概況

✓ 営業利益は対前年同期比で

+79.6% 、順調に進捗している

✓ 経常利益以降の各段階利益は対

前年同期比+106.6% となり、計

画に対しても 40 ％を超える進捗

✓ 売上および営業利益の増加要因
としては、低稼働事業所の改善が
最も大きい

✓ 経常利益の増加要因としては、再
エネ・畜エネ設備導入推進事業
助成金、物価高騰助成金、等の
受給

18

売上高、営業利益ともに、四半期過去最高を記録。計画に対して順調に進捗



1

強固な事業基盤

2

単価向上

3

規模の拡大

+10% /年

19株式会社リビングプラットフォーム

当社のポテンシャル



20株式会社リビングプラットフォーム

直近の改善可能性
低迷事業所の改善 ※対FY26.3 期末

FY27.3 : +390 百万円、 定常レベル ： +800 百万円

4



利益が今後さらに積み上がる

21株式会社リビングプラットフォーム

1

強固な事業基盤

2

単価向上

3

規模の拡大

+10% /年

6事業所の改善

FY27.3 : +390 百万円、 定常レベル ： +800 百万円

4



1

強固な事業基盤

2

単価向上

3

規模の拡大

+10% /年

22株式会社リビングプラットフォーム



株式会社リビングプラットフォーム

低価格ｘ高品質

月額利用料
（家賃・食費・水道光熱費等）

￥165,000 -
（横浜市の例）
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株式会社リビングプラットフォーム

業界屈指の採用力

2025 年度 採用人数

1,352 人

2025 年度 採用単価*

￥109,533 - /人

24

＊特定技能外国人除く



当社の強み

強み1： 安くて良いサービスの提供
大都市圏の好立地に集中し、高品質住宅でありながら、安価な設定

駅近立地による採用・稼働の優位性

最寄り駅から 平均0.8km に集中し、入居者確保とスタッフ採用を両立。
コンパクトシティ定義の 4km を大幅に下回り、高い稼働率を実現。

同価格帯と比べ、高 デザイン ・ 高サービスを実現

強み2：人材の獲得・教育
給与体系・評価制度・定年 70歳

採用力・ 教育・評価制度で定着を強化

離職率の低い外国人の積極採用

株式会社リビングプラットフォーム

在籍数 276 名

常勤社員比 14.8 %

離職率 3.8%

特定技能外国人採用実績

全国8か所に研修所を設置

0

100

200

300

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

FY23.3 FY24.3 FY25.3 FY26.3
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1

強固な事業基盤

2

単価向上

3

規模の拡大

+10% /年

26株式会社リビングプラットフォーム
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収入単価

利益率(%)

介護業界における 当社のポジショニング

￥

高価格×高医療依存
ホスピス特化型

収入単価 70万円以上/月

高価格×低医療依存
高額有料老人ホーム

収入単価 40-70万円以上/月低価格×低医療依存
一般介護

収入単価 30万円以下/月

中低価格×中医療依存
当社ポジション

収入単価 40～60万円/月

当社が狙うマーケットは、市場規模が大きいながらも競合がいないポジションです

株式会社リビングプラットフォーム



単価向上施策： 介護および障がい者支援での事業領域の拡大

1 医療保険適用型
訪問看護事業の拡大

2 障がい者支援事業
居住サポート住宅 への参入

28株式会社リビングプラットフォーム



単価向上施策： 介護および障がい者支援での事業領域の拡大

1

医療保険適用型
訪問看護事業の開始

2

障がい者支援事業
居住サポート住宅 への参入

29株式会社リビングプラットフォーム



・ 2024 年11月に医療に特化した子会社 メディカルプラットフォーム を設立。訪問看護サービス（医療保険適用）を自社でも
サービス提供を行う

・ 既存の外部訪問看護利用の20% 程度を内部サービスに切り替えることにより、収益増加を狙う

子会社設立

2024 年11 月（メディカルプラットフォーム）

現在のサービス提供 エリア

北海道、仙台、東京、神奈川

期待される効果

介護・障がい者支援の
単価の向上

受入対象者の拡大 入院の回避

（在宅対応の充実）

退去の抑制

（副次的効果）

30

医療保険適用の訪問看護サービス

株式会社リビングプラットフォーム



単価向上施策： 介護および障がい者支援での事業領域の拡大

1

医療保険適用型
訪問看護事業の開始

2

障がい者支援事業
居住サポート住宅 への参入

31株式会社リビングプラットフォーム



32

✓ グループホームの 3倍の定員数となる 居
住サポート住宅 へ参入。 2026年10月
に1号店と なる「障がいケアホーム サ
ニースポット平針」を開設予定

✓ 就労、援護、介護など、拡がる障がい
者のニーズに対応して 、 追加的に幅広
いサービスを 提供することで、高利益
の獲得を実現

✓ 介護を含む近隣施設を多く有すること
で、個々の障がいに合わせてよりよい
環境の提供が可能

行政
養護学校
その他支
援機関

グループ
ホーム

就労移行
支援

就労継続
支援A型

就労継続
支援B型

生活訓練

一般就労

紹介 連携
居住サポート住宅

同行援護

生活介護

行動援護

居宅介護

訪問介護

生活介護

訪問看護

グループ内高齢者 介護施設

への入所オプション

通所系 訪問系 施設系

追加サービスの提供

株式会社リビングプラットフォーム

障がい者支援での事業領域の拡大



✓ 訪問看護サービスは原価率 50%以
下で高利益率

✓ 障がい事業の収入単価は、

3年で約10万円の向上

✓ 介護事業もメディカルサービス

の全国での展開完了後には、 約
5～10 万円程度の単価の上昇を
見込んでいる

33

訪問看護サービス で障がい者支援は既に収入単価が向上

株式会社リビングプラットフォーム

200,000
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300,000

350,000

400,000

450,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

FY24.3 FY25.3 FY26.3 FY27.3

収入単価の推移

介護 障がい

約10 万円

約5～10 万円
の向上を見込む



株式会社リビングプラットフォーム

単価向上による営業利益増のイメージ

約5,000 名/月

利用人数 上昇平均単価

約50,000 円/月 12 か月

原価率

約50 %

営業利益 約1,500 百万円 増

34



1

強固な事業基盤

2

単価向上

3

規模の拡大

+10% /年

35株式会社リビングプラットフォーム



✓ 2021 年来、中規模以上の
M&Aを行ってこなかったが、
基盤が整ったことにより、規
模感のある M&Aを再度視野に
入れ、検討を進めている

36

財務・運営基盤の改善により、規模感のある M&A が可能な段階に

新規事業による収入単価向上と共に、成長を加速させていく

改善フェーズ

- 営業利益の顕在化

- 人員体制の適正化

- バックオフィスの DX

成長フェーズ

- M&A を中心とした開発

- 規模が更なる
成長ドライバーに

株式会社リビングプラットフォーム



37

37

第1期
(FY12.3)

第2期
(FY13.3)

第3期
(FY14.3)

第4期
(FY15.3)

第5期
(FY16.3)

第6期
(FY17.3)

第7期
(FY18.3)

第8期
(FY19.3)

第9期
(FY20.3)

第10期
(FY21.3)

第11期
(FY22.3)

第12期
(FY23.3)

第13期
(FY24.3)

第14期
（FY25.3）

ブルー・ケア(株)を取得

(株)BSプラット
フォーム設立

(有)ID・アーマンを取得

「こまち」を取得

「花こまち」を取得

(株)シルバーハイツ札
幌を取得

(株)アイケアパート
ナーズ東京を取得

(株)Good･Better･bestを
取得

(株)ライフミクス
を取得

「ウェルライフガーデ
ン取手」を取得

(株)OSプラットフォー
ム設立

(株)ケアプロダクツを取得

「はな北13条通」を取得

「はな北郷」を取得

「ウェルライフヴィラ柏」
を取得

(株)リビングプラットフォーム
東北設立

創業

■株式譲渡
■事業譲渡
■新設

(有)アートアシストの
船橋施設を取得

(有)トゥルース
を取得

(株)橙果舎
を取得

(有)シニアケアの
塚口Ⅰ・Ⅱ施設を取得

(株)エコの
福島7施設を取得

(株)テルウェル東日本の
1施設を取得

(株)IMAGINE保育園
を取得

(株)アルプスの杜
を取得

「グローバルケア
ホーム」を取得

(株)ﾘｯﾌﾟﾙｺﾐｭﾆﾃｨの
1施設を取得

累計M&A 件数 26 件
取得施設 56 施設

株式会社リビングプラットフォーム

創業来、 介護事業を中心に、 M&A を多数行ってきた



株式会社リビングプラットフォーム

承継年度 1年後 2年後 3年後

ブルーケア

シルバーハイツ札幌

アイケアパートナーズ
東京

Good Better BEST

ライフミクス

ケアプロダクツ

アルプスの杜

出所：社内データ
補足：過去の買収後実績における経常利益の算出にあたっては、間接費やセールアンドリースバックの効果等を考慮し、比較可能なものとした。

また、承継年度における承継後期間が短いものについては、承継年度を翌期とした。

過去には300 室以上の中規模M&A も承継 2年で利益を改善
承継後の経常利益の推移

38
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介護事業 M&A実績（ 2013 -2025 ）

50室以下 51-100 室 101 -300 室 301 -600 室

21件
51棟 1,993 室

引き続き介護が M&A の中軸になりつつも、これまでは小規模中心であったが、
財務・運営基盤の改善により今後は中規模以上が視野に

承継年 承継元 棟数 室数
2013 ウェルライフヴィラ柏 1 48
2014 (株)ケアプロダクツ 3 54

ライブラリ白石はな壱号館 1 48
ライブラリ白石はな弐号館 1 24

2015 (株)シルバーハイツ札幌 3 321
(株)アイケアパートナーズ東京 4 99

2016 (株)GooodBeterBEST 1 42
(株)ライフミクス 2 89
ウェルライフガーデン取手 1 64
(株)アルプスの杜 3 179

2017 グローバルケアホーム 1 18
こまち・花こまち 2 36

2021 ブルー・ケア(株) 5 546

2022
(有)アートアシスト
GHつぶぞろい 1 18

2023 (有)トゥルース 1 18
(株)橙果舎 3 59
(株)エコ 7 126

2024 (有)シニアケア 2 36
2025 (株)エムズコンサルティング 1 25

テルウェル東日本(株) 1 17
(株)エコ 7 126

株式会社リビングプラットフォーム



当社は確実に成長軌道にいます
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売上＝時価総額
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売上

300 億円

営業利益率

8%

営業利益

24億円
83%

当期純利益

20 億円

PER

15 倍

時価総額

300 億円



株主還元方針
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配当

背景

• 運営体制およびバックオフィスが安定し、構造的な利益体質が定着
• 2027 年3月期は、堅調な利益拡大を予定し、 2026 年3月期以上の配当を予定しております
• 安定的かつ継続的な配当を基本方針とし、事業の成長及び収益の向上に応じて、配当金額の増額を含む株主還元の充実を図って

まいります

2026 年3月期

1株当たり配当金
配当実績

円

2027 年3月期

1株当たり配当金
配当予想

円
5 5

優待

2026 年3月期
100 株以上保有の株主様対象(2025 年5月末基準）

デジタルギフト

円相当

※総額 約23百万円

5,000

2027 年3月期
200 株以上保有の株主様対象(2026 年9月末基準)

デジタルギフト

円相当12,000

株式会社リビングプラットフォーム



優待の実施について

昨期において記念優待を実施致しましたが、今期より継続的な優待を開始いたします。

対象

2026 年9月30 日を基準日として、

200 株以上 保有の株主様

優待内容

デジタルギフト

12,000 円分

45株式会社リビングプラットフォーム



ご清聴ありがとうございました
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